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宿泊補助券の申請は、トラブルを防止するためにも必ずご自身の手で

申請方法は、下記の３つから選択

①弘済会岐阜支部ＨＰ・弘済会ガイドブック（学校保存 宿泊補助券は、年度内に６泊

用）から様式を入手してFAX送信 分まで申請できます（同居の配

偶者・親子の分も可）。未使用

②岐阜支部ＨＰから様式をダウンロードしてメールに添付 分は岐阜支部に返却すれば、リ

セットされます。年度内に６泊分

③スマートフォンから岐阜支部ＨＰの専用フォームに直 使用しない場合は破棄されても

接入力して送信 構いません。

○ 年齢による保険料の増額なし
生命保険の多くは年齢に応じて保険料が高くなっていきますが、教弘保険は年齢・性別に関わりなく

保険料は一律で、年齢が高くなったからといって保険料が上がることはありません。

○ 転職・退職・病気になられても保険料そのまま
加入後に転職・退職、病気になられても保険料は上がりません。教弘保険は、学校や教育委員会等に

お勤めの教職員の方しか加入できない生命保険です（県職員の方などは、学校や教育委員会等に勤務さ

れている時には教弘保険に加入できますが、首長部局に異動されると加入することはできません）。

○ リビングニーズ特約を無料で付加
余命６か月以内と診断された場合に、生存中に保険金を受け取ることができる「リビングニーズ特約」

を無料で付けることができます。

○ 各種福祉事業を用意
教弘保険に加入されている方は、各種福祉事業（宿泊補助・結婚祝金・出産祝金等）を受けることが

できます。ご自身による申請が必要です（様式は、弘済会岐阜支部ＨＰから入手できます）。

○ ライフサポート倶楽部会員としての特典
弘済会の会員は、「ライフサポート倶楽部の会員」になります。全国各地のホテルの宿泊や様々施設等

を利用する際に割引などの特典があります。

○ 保険金支払・給付は速く確実
ジブラルタ生命保険（株）では、全ての学校に担当を配置し、迅速に対応します。

○ 保険料が低廉な分、付属保険によってニーズに応じたプランの利用も可

詳しくは学校担当にお尋ねください。

共済事業（提携保険事業）提携保険会社（ジブラルタ生命保険（株））各営業所電話番号

岐阜１・２（058-267-6006） 大 垣（0584-83-4500） 関 （0575-22-3793）

美濃加茂 （0574-25-3658） 多治見（0572-21-3732） 中津川（0573-65-3517） 高山（0577-32-1623）

「弘済会そくほう」はジブラルタ生命保険（株）の学校担当ＬＣがお届けしました。



（公財）日教弘岐阜支部 ☎058-272-9513 Fax058-213-0131

E-mail:gifu@nikkyoko.or.jp HP:http://www.gifu-kyoko.jp/index.html

「弘済会そくほう」のバックナンバーは、「弘済会岐阜支部」のHPでご覧になれます。

（公財）日教弘岐阜支部の関連会社（株）岐阜教弘で人事異動がありましたのでお知らせします。

代表取締役 退任のご挨拶 代表取締役 就任のご挨拶

太田 裕夫 大塚 弘士

この６月の株主総会において、（株）岐阜教弘の代表 この６月の株主総会において、

取締役を退任することになりました。５年間の代表取締役在任中 新代表取締役就任の承認をいただきまし

は、多くの方々に大変お世話になりました。何とか任を果たせた た。ジブラルタ生命保険株式会社と提携し

のも、皆様方のご支援のお陰です。心から感謝申し上げます。 て行っている共済事業を通して、教職員の

（株）岐阜教弘は、今後とも、ジブラルタ生命保険（株）と連 皆様の福祉事業、教育振興事業の充実への

携し、教弘保険の普及・拡大を通して、弘済会の教育振興事業や 応援ができればと願っております。

福祉事業の一層の充実に寄与する所存です。宜しくお願い申し上 皆様のご理解とご支援を賜りますようお

げます。 願い申し上げます。

例年、学校・各種部会等から

夏休み等を利用した各種講座の開催希望を多くいただきます。

ジブラルタ生命保険（株）（弘済会共済事業の提携保険会社）では、

学校・団体等のご希望に応じて講師を無料で派遣します。

申し込み順で受付、定数に限りがあります。

詳しくは、学校担当ＬＣ（ライフプラン・コンサルタント）にお尋ねください。
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岐
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連
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Ｂ
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収
め
る
こ
と
」｢

無

事
に
現
地
に
行
き
着
く
こ
と
」
し
か
眼
中
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や｢

一
人
一
人
を
本

気
で
大
切
に
し
よ
う
と
す
る
思
い
や
り
の
欠
如｣

が
あ
る
こ
と
に
、
そ
の
時

は
全
く
気
付
い
て
い
な
か
っ
た
。


